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目

攻

一
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
儒
替
経
験

二
、
符
替
経
験
の
概
観

一
、
戦
時
の
僑
替
動
揺
と
安
定
策

凶
、
一
九
一
九
年
に
お
け
る
フ
ラ
ン
の
暴
落

五
、
戦
後
第
一
期
の
動
揺
時
代

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
窟
醤
艦
瞳

戦
時
お
よ
び
戦
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
翁
替
動
揺
と
、
之
に
封
す
る
矯
替
安
定
の
粧
臓
と
は
、
今
日
で
は
す

で
に
一
の
歴
史
的
事
責
に
過
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
故
を
も
っ
て
問
題
の
意
義
は
今
日
す
で
に
喪
は
れ
て
ゐ
る

わ
け
で
は
な
い
。
反
封
に
最
近
の
吾
が
園
お
よ
び
世
界
の
賦
勢
は
、
ま
す

y、
こ
の
間
題
の
重
要
を
戚
ぜ
し
め
忍

か
に
見
え
る
。

第
一
に
、
世
界
は
再
び
一
九
三
二
年
以
来
の
震
替
動
揺
時
代
に
入
っ
て
、
多
く
の
主
要
国
は
不
換
紙
幣
の
下
に

潟
替
相
場
の
動
揺
に
悩
ま
さ
れ
つ
、
め
る
。
近
〈
聞
か
る
べ
き
国
際
経
梼
合
議
に
お
い
て
、
最
も
主
要
な
る
問
題



の
一
つ
を
な
す
矯
替
牽
の
協
定
が
、
果
し
て
期
待
さ
る
〉
結
果
に
到
達
し
う
る
か
否
か
に
拘
ら
争
、
活
替
の
動
揺

お
よ
び
安
定
に
閲
す
る
問
題
が
、
今
後
の
闘
際
経
済
か
ら
容
易
に
消
え
去
る
と
は
思
は
れ
な
い
。

第
二
に
、

ア
グ
ン
ス
も
ま
た
近
き
帰
来
に
お
い
て
金
再
禁
止
を
行
っ
て
、
各
国
と
同
じ
〈
潟
替
相
場
を
動
揺
せ

し
め
る
か
は
別
と
し
、
少
〈
と
も
ん
1

日
ま
で
は
、
金
本
位
を
維
持
す
る
唯
一
の
主
要
園
と
し
て
、
そ
の
地
位
を
保

持
し
て
ゐ
る
。
ま
に
フ
ラ
ン
ス
ム
」
雄
一
色
、
今
日
の
世
界
恐
慌
か
ら
会
〈
見
が
れ
て
、
た
げ
〉
猫
り
繁
柴
を
つ
ヲ
け
て

ゐ
る
わ
け
で
は
午
い
。
け
れ
ど
も
等
し
く
惜
界
恐
慌
の
中
に
あ
っ
て
も
.
こ
の
固
だ
け
が
比
鞭
的
に
緩
和
さ
れ
た

る
服
熊
に
め
る
」
と
も
綻
び
な
い
。
然
る
に
か
く
の
如
、
け
7
-
ブ
ン
ス
今
日
の
賦
鵡
は
、
主
と
し
て
一
九
二
七
年
以

終
乃
J訪
中
す
」
安
定
変
-
1
3
h
f晶、

!
o
h
J
C
齢
制
品
つ

1

1
司

}
5
5
り
J
L
4
-
r一司

¥
f
J
o

-F
〈

44A司令
J-44tメ
'
i
l
i
L
・
，
宵
ノ

t
・

3
2
i
E
-
4
1
4
i
r
M
J
T一
Z
J

，

懐
ふ
に
一
九
二
六
年
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
紋
態
は
、
全
〈
悲
観
す
べ
き
国
家
の
危
機
に
立
っ
て
ゐ
た
。
資
本

逃
避
と
震
替
投
機
の
た
め
に
、
震
替
相
場
は
暴
落
し
て
止
ま
る
所
な
〈
、
財
政
逼
遣
と
赤
字
公
債
は
全
く
行
詰
っ

て
如
何
と
も
す
る
能
は
字
、
加
ふ
る
に
政
治
的
不
支
を
伴
っ
て
内
閣
は
屡
次
に
克
壊
し
た
。
多
〈
の
人
々
は
プ
ラ

ン
ス
の
前
途
に
つ
き
金
〈
悲
観
し
、
遠
か
ら
十
フ
ラ
ン
も
ま
た

T

Y
ク
と
同
じ
く
、
債
値
崩
壊
の
運
命
に
あ
る
も

の
と
考
へ
た
。

然
る
に
一
九
二
六
年
七
月
ポ
ア
ン
カ
レ

1
内
閣
の
立
つ
に
及
ん
で
、
そ
の
断
'
然
た
る
財
政
お
よ
び
鰹
樺
政
策
は
、

よ
く
行
詰
っ
た
さ
フ
ン
ス
の
財
政
・
経
済
ぞ
再
建
し
、
ブ
ラ
シ
の
落
勢
を
挽
回
し
て
、
謂
は
ゆ
る
科
欄
を
既
倒
に

廻
へ
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
以
来
わ
イ
か
に
数
年
な
ら
守
し
て
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
が
現
出
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
矯
替
動
携

ι安
定
策

第
三
十
六
巻
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七
九

第
六
時
弧

A 



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
傍
替
動
揺
と
安
定
策

第
三
十
大
巻

第
六
時
帆

A 
阿

九
八

O

と
に
歴
史
に
お
け
る
一
の
驚
異
と
言
へ
る
。
ぞ
れ
故
に
フ
ラ
ン
ス
国
民
ぞ
通
貨
崩
壊
の
惨
禍
か
ら
救
ひ
、

フ
ヲ
J
Y

ス
今
日
の
鰹
静
的
基
礎
を
築
き
あ
げ
た
原
因
の
一
つ
は
、

主
L
」
し
て
営
時
の
鴻
替
安
定
策
に
あ
っ
た
と
言
へ
る
。

資
本
主
義
の
順
調
な
る
後
展
期
に
あ
っ
て
は
、

経
捕
は
鰹
掛
白
樺
の
力
に
ょ
っ
で
推
準
し
、

何
等
の
外
部
的
政

策
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

然
る
に
今
日
に
及
ん
で
は
、

経
梼
後
展
の
準
行
に
劃
す
る
政
治
ま
た
は
政
策
の
力
は
間

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
来
だ
。

国
民
多
数
の
極
構
生
活
は
、

ぞ
の
闘
の
政
治
ま
た
は
政
策
の
如
何
に
よ
っ

τ、骨世

rし
く
影
響
か
れ
る
v

一
と
が
多
い
。

こ
の
意
味
い
ト
か
い
て
プ
J
J

ン
ス
の
域
別
制
度
に
成
功
せ
ぷ
成
品
位
艦
蛾
ヤ
同
み
る

ae 

こ
と
は
今
日
に
お
い
て
は
車
な
る
歴
史
的
興
味
に
終
る
も
の
で
は
な
い
。

更
に
ま
た
こ
の
問
題
の
わ
れ
/
、
に
封
す
る
意
義
は
、
翠
に
今
日
の
矯
替
動
揺
時
代
に
お
け
る
震
替
封
策
上
の

意
味
に
限
ら
る
b

も
の
で
は
な
い
。
口
町
2
2官
致
授
の
言
は
れ
る
撲
に
、
『
そ
れ
は
極
端
に
蓮
つ
に
且
つ
最
も
敢

訓
的
な
観
察
の
領
野
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
-E
・E-

こ
の
提
供
資
料
に
よ
っ
て
、
人
は
鰹
糟
血
中
の
諸
原
理
の
破

産
を
宣
告
し
て
ゐ
一
幻
」
少

t
と
も
潟
替
理
論
の
研
究
に
劃
し
て
、
従
来
の
理
論
を
吟
味
し
、
ま
た
は
新
た
な
る
理

論
を
構
成
す
る
上
に
、
絶
好
の
機
舎
と
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
言
へ
る
。
こ
の
勤
に
つ
き
ア
フ
タ

p
オ
ン
致
授

の
言
は
る
〉
所
は
ま
こ
と
に
数
訓
的
で
あ
る
。

『
そ
れ
は
わ
れ
ノ
¥
に
向
ワ
て
、
極
め
て
望
鏡
た
事
責
に
謝
す
る
経
験
白
日
収
穫
を
賓
ら
ナ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
/
、
ー
は
そ
れ
る
の
事
責
に
含
古

る
ふ
教
訓
を
抽
一
春
、
出
す
た
め
に
、
之
を
観
察
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
の
教
訓
は
二
重
で
あ
る
。
第
一
は
康
〈
認
め

b
る
ふ
理
論
を
批
列
す
る
た
め
の

教
訓
、
即
ち
そ
の
理
論
の
償
値
を
評
慣
す
る
た
め
に
は
、
之
を
事
賓
と
艶
照
せ
し
め
て
、
事
責
に
令
致
ナ
る
も
の
は
戎
し
、
矛
盾
ナ
る
も
の
は
棄
て

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
し
て
若
し
も
そ
の
矛
盾
の
甚
だ
し
き
も
の
あ
ら
ば
、
第
二
の
教
訓
は
進
ん
で
建
設
的
な
一
白
理
論
を
た
て
る
た
め
で
あ
る
。
郎

Decamps， ].， Les Changes etrangers， 1922， p. 271.. 



ち
最
近
数
年
に
お
け
る
複
雑
な
貨
幣
現
象
と
よ
〈
調
和
ナ
る
貨
幣
お
よ
び
傍
替
由
理
論
を
作
り
あ
げ
る
に
あ
る
』
。

以
下
こ
の
論
文
で
は
戦
時
お
よ
び
戦
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
魚
替
費
動
の
事
買
を
観
察
し
、
之
に
謝
し
て
鶏
さ
れ

た
る
震
替
劃
策
の
功
過
を
考
へ
、
且
つ
震
替
理
論
の
吟
味
を
も
加
へ
な
が
ら
行
か
う
と
思
ム
。

二
、
震
替
艦
醸
の
概
観

一
九
一
四
年
八
月
の
戦
争
勃
費
以
来
、
前
後
十
二
ヶ
年
に
わ
た
る
ブ
ラ
Y

矯
替
の
撞
動
を
通
観
す
る
に
、

}L 

一
八
年
末
に
一
説
る
戦
時
の
四
ヶ
年
生
』
在
、
社
れ
に
つ
い
J

く
戦
後
の
七
ヶ
年
竿
と
は
、
著
し
く
そ
の
費
動
の
趣
を
異

叫

h
h
a
'
p
p
o

I
F
-
-
〈

そ
れ
は
糧
に
戦
時
と
戦
後
し
と
の
政
治
的
澄
別
か
ら
ず
る
時
代
別
で
法
な
い
。

潟
替
鑓
勅
の
様
鳩
そ
の

t

の
に
劃
然
た
名
匝
別
あ
る
の
み
な
ら
守
、
こ
の
相
違
は
単
な
る
戦
争
の
有
無
よ
り
来
る
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
に

伴
ふ
震
替
劃
策
の
輔
換
よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
戦
時
に
お
け
る
プ
ラ
ン
の
下
落
は
、
戦
後
の
そ
れ
に
比
し
著
し
く
軽
微
で
あ
る
。
戦
争
の
路
地
せ
る
瞬

聞
か
ら
、
却
っ
て
震
替
相
場
の
暴
落
せ
る
事
費
は
、
震
替
の
費
動
が
必
や
し
も
直
接
に
戦
宰
そ
の
も
の
と
結
び
つ

か
-
き
る
誼
左
と
な
り
う
る
で
あ
ら
う
。

V
イ
ツ
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
震
替
暴
落
炉
問
題
と
な
っ

た
の
は
、
寧
ろ
戟
後
の
一
九
一
九
年
以
後
の
こ
と
で
あ
3
0

第
二
に
戦
時
の
下
落
は
た
Y

に
そ
の
程
度
の
軽
微
な
る
の
み
は
ら
争
、

著
し
き
騰
落
を
繰
b
h
H
へ
す
こ
と
は
無
か
っ
た
。
然
る
に
戦
後
の
下
落
は
、
だ
Y
に
大
な
る
程
度
に
暴
落
せ
る
の

フ
ラ

y
z
に
お
け
る
矯
替
動
揺
と
安
定
策

一
定
の
程
度
に
お
い
て
ほ
Y
安
定
し
、

第
三
十
六
巻

第
六
就

i¥. 
五

九
ノl

Aftalion， A.， Monnaie t Prix et Chan:s':::， 1927引 p.v. 2) 
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ス
に
お
け
る
舟
替
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揺
と
安
定
策

第
六
就

八
六

第
三
十
六
巻

九
i¥. 

み
な
ら
中
、
常
に
甚
だ
し
き
動
揺
を
繰
り
か
へ
し
て
ゐ
る
。
戦
争
の
一
進
一
退
と
共
に
政
治
航
勢
は
戦
時
に
お
い

て
却
っ
て
動
揺
せ
る
に
拘
ら
宇
、
震
替
相
場
の
却
っ
て
安
定
を
保
っ
て
ゐ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
主
と
し
て
震
替
封

策
の
相
蓮
よ
り
来
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
〈
の
加
〈
し
て
プ
ラ
ン
震
替
の
動
揺
は
戦
時
と
戦
後
に
よ
り
、
著
し
〈
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
が
、
さ
ら
に

戦
後
の
動
揺
を
二
分
し
て
、

一
九
二
四
年
ま
で
の
六
年
と
そ
れ
以
後
の
二
年
と
を
匝
別
す
る
時
は
、
前
後
の
二
期

に
よ
っ
て
費
動
の
趣
を
田
県
に
す
る
c

か
く
し
て
プ
ラ
ン
翁
替
の
下
落
を
通
観
し
て
、
そ
こ
に
三
階
段
の
下
落
を
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
】
)
己
}
何
回

氏
は
之
を
名
づ
け
て
漸
落

(
5
5
5
P宮
市
己
主
O
ロ
)
と
崩
壊

(S]一
毛
田
町
)
と
呼

ぷ
。
の
み
な
ら
宇
是
等
の
各
階
段
に
は
、
ぞ
れ

F
、
、
一
定
の
或
る
程
度
が
あ
り
、
そ
の
黙
を
越
え
て
は
・
択
の
階
段

ま
で
必
然
に
落
ち
て
行
〈
と
主
張
す
る
肘
フ
ラ
ン
ス
そ
の
他
の
安
職
各
国
は
、
戦
時
中
は
何
れ
も
第
一
の
砂
背
骨

度
に
止
ま
つ
に
も
の
で
あ
b
、
そ
の
程
度
な
ら
ば
支
障
な
〈
奮
平
慣
に
複
し
得
る
希
望
は
あ
っ
た
。
然
る
に
職
後

に
入
っ
て
第
二
の
暴
落
程
度
に
進
み
、
そ
こ
に
一
停
頓
を
な
し
た
る
後
、
遂
に
先
づ
マ

Y

ク
の
崩
壊
と
な
り
、
夫

い
て
フ
ラ
ン
も
ま
た
最
後
の
崩
壊
程
度
に
至
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
ロ
丘
向
日
号
℃
『
内
円

-mwzo-d)

と
暴
落

今
こ
れ
を
潟
替
劃
策
お
よ
び
そ
の
殻
果
の
貼
よ
り
概
観
せ
ば
、
第
一
に
戦
時
に
お
け
る
封
策
は
、
謂
は
ゆ
る
釘

付
政
策
(
司
町
民
吉
岡
)
に
終
始
し
た
と
言
へ
る
。
即
ち
莫
大
な
る
在
外
費
金
を
も
っ
て
す
る
鴻
替
の
統
制
貰
買
で
あ

ム
。
聯
合
園
の
(
い
『
丘
一
昨
を
十
分
に
利
用
し
得
た
る
戦
時
の
釘
付
政
策
は
、

そ
の
殻
果
よ
り
見
て
可
な
b
に
成
功

3) Dulle.， E. L.， Thc Franch Franc 1914 1928， 1929， P回 79
4) ibid.， p. 82.p 
5) 拙著、矯替理論と然替問題
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フ
ラ
ン
エ
に
お
け
る
矯
替
動
揺
と
安
定
策

ぜ
る
こ
と
は
、
戦
時
震
替
の
ほ
Y
安
定
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

然
る
に
戦
後
の
震
替
劃
策
は
、
高
債
な
る
釘
付
政
策

を
棄
て
う
他
の
諸
費
策
に
輔
換
し
た
。
時
に
は
放
任
政

策
を
と
り
時
に
は
統
制
政
策
に
輔
換
し
た
が
、
そ
の
多

〈
は
失
敗
に
蹄
し
て
、
震
替
は
前
越
の
如
〈
暴
落
か
ら

崩
壊
に
進
み
最
後
に
円
ホ
ア
ン
カ
レ

1
内
閣
の
政
策
に
よ

っ
て
救
は
る
〉
こ
と
h

な
っ
た
。
是
等
の
諸
封
策
の
中

こ
み
点
、

41bzf
』、「
3
』、
J
E
L
-
-，
，
ァ
、
，

1
J
f
y
h
旬、
3

l
L
E
t
-
-
f
u
d
h
=
4
4
2
7
c
F・6
C一
カ
バ
川
一
く
む

L

最
後
に
矯
替
理
論
ま
た
は
貨
幣
理
論
の
閲
係
よ
り
見

る
に
、

か
の
カ
ツ
セ
Y
数
授
の
購
買
力
卒
債
設
が
創
め

て
唱
へ
ら
れ
た
の
は
一
九
一
ム
ハ
年
で
あ
り
、
そ
れ
は
勿

論
一
九
一
四
年
以
来
の
戦
時
震
替
の
事
買
を
根
蟻
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
フ
ラ
ン
ス
の
事
買
に
つ
い
て
見

る
に
、
大
瞳
に
お
い
て
戦
時
四
ヶ
年
竿
の
潟
替
は
、
購

買
力
品
・
債
ケ
中
心
と
し
て
勤
き
、
カ
ア
セ
w
y

設
を
裏
書

第
三
十
六
巻

第
六
披

:h. 
丹、

八
七

拙著、処替理論と鴛替問題、昭和八年、 P“ 81-lr26) 



第
三
十
六
巻

す
る
か
に
見
え
る
ま
た
戦
時
の
物
債
騰
貴
は
ほ
ヲ
通
貨
膨
脹
の
程
度
に
比
例
し
て
、
貨
幣
数
量
設
を
貴
謹
す
る
様

フ
ラ

y
λ

に
お
け
る
魚
替
動
揺
と
安
定
策

九
八
四

第
六
競

入
八

に
も
見
え
る
。

然
る
に
戦
後
の
矯
替
麗
動
は
、
必
十
し
も
購
買
力
卒
債
を
中
心
と
し
て
勤
し
て
ゐ
な
い
。
況
ん
や
戦
前
の
如
き

圃
際
貸
借
を
中
心
と
す
る
麗
動
で
も
な
い
。
そ
こ
で
戦
後
の
矯
替
事
買
に
費
し
て
は
、
戦
前
の
国
際
貸
借
説
も
戦

時
の
購
買
力
平
償
訴
も
、
之
を
十
分
に
説
明
し
得
な
い
。
蕊
に
お
い
て
か
の
ア
ア
タ
リ
ノ
オ
ン
数
授
の
鴻
替
心
理
説

い
か
創
唱
さ
れ
る
こ
と
う
ね
り
仁
が
、
是
等
の
諸
問
苧
設

E
戦
時
お
」
び
戦
後
の
鵡
替
事
質

t
の
闘
慌
を
再
吟
味
す
る

こ
と
は
以
下
本
論
に
お
け
る
問
題
と
し
、
之
に
よ
っ
て
も
震
替
事
買
と
魚
替
理
論
が
如
何
に
交
錯
せ
る
か
を
概
観

す
る
こ
と
が
出
来
る
。三

、
職
時
の
錆
替
動
揺
と
安
定
質

一
九
一
四
年
八
月
よ
り
一
九
一
八
年
十
二
月
に
至
る
戦
時
四
年
五
ヶ
月
聞
を
、
便
宜
上
三
分
し
て
衣
の
三
期
と

す
る
。
震
替
相
場
は
戦
時
を
遁
じ
て
大
な
る
動
揺
を
繰
り
か
へ
す
こ
と
な
く
、
ほ
ヨ
安
定
し
て
ゐ
た
か
ら
こ
の
匝

劃
は
主
主
し
て
鴻
巷
封
策
に
よ
っ
て
分
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。

戟
時
第
一
期

戦
時
第
二
期

戦
時
第
三
期

一
九
一
四
年
八
月
|
|
一
丸
一
五
年
三
月
(
八
ヶ
月
間
)

一
九
一
五
年
四
月
ー
ー
一
九
一
七
年
三
月
(
二
ヶ
年
)

一
九
一
七
年
四
月
|
一
九
一
八
年
士
一
月
三
年
九
ヶ
月
)



註

と
白
匝
分
は
大
腸
阻
ロ
ロ
E
E官
氏
に
謙
司
町
。

ug--田
氏
自
区
分
、
ほ
Y

一
致
ナ
U
F

。
ァ
7
9
H
オ
ン
氏
は
主
と
し
て
通
貨
と
物
債
'
と
の
関
係

を
見
る
故
に
、

ι
白

一

極

分

と

は

多

少

異

な

る

も

の

を

採

用

す

る

同

ー

今
こ
れ
ら
戦
時
の
三
期
を
通
子
る
プ
ラ
ン
調
ド
Y
相
場
を
、

そ
の
平
債
(
一
弗
H
五
二
八
二
六
法
)

と
す
る
指
敷
と
共
に
表
示
す
れ
ば
第
一
表
を
得
る
。

1916年
.....--J'-園圃・-ー-
5.83掬 Il12.4

表

1915年
-ー・副田内ー_.."・崎、
5.10時 駐日.~

第

1914年

99.6 5.16栴

112.4 5.83 IUl.2 5.25 99.6 5.16 2月……

1.14.6 5.94 ICU~ 5.28 99.6 5.16 3月・-…・

113.8 ，5.90 102..:1. 5.30 99.0 5.13 4月・…-

113.7 δ.89 103.'1 5.36 99.0 5.13 5月

113.5 6.88 105.日5.45 99.0 5.13 日月…・ー

113.3 d.8i 10~ ，.O 5.65 99.0 5.13 7月 …・・

フ
ラ

y
z
に
和
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

1月…・・・

113.0 。8611$，.8 5.骨O98.4 5.10 8月・・・・・

112.3 ，[;.82 E
 
}
 
1
 
1
 

5.70 9月~." . 

112.1 6.81 1
 
1
 
4
 
1
 
1
 

5.91 98.4 5.10 10月…・・・

112.1 日8111 :!， 9 5.85 96.8 5.02 11月….. 

112.1 

1911J年

，..-"-園田・f、--
o.42弾 104.5

6.81 11:!刷。

1918年

5.80 98.2 

1917年
-ーーー-'、

1月ー・.. 5目Sl弗

5.09 • 12月-一

園川......

IOB.'I 5.67掬
町、

112.1 第
一
一
一
十
六
巻

104.6 品421091.4 5.67 112.1 5.81 2月・・

H 1.3 (:'..77 109.'!~ 5.67 112.1 5.81 3月……

115.3 i).H7 109.'1~ 5.67 109.4 5.67 4月・・・・・
九
八
五

121.6 6.30 109.，'11 5.67 109.4 5.67 5月・・

123.5 6.10 109..，1. 5.67 109.4 5.67 6万…..'

133.7 6，，93 109.'1. 5.67 109.4 5.67 7月・・・第
六
時
制 150.5 7..80 105.品5.47 109.4 5.67 8月・・・・

163.2 8.46 105.0 5.44 109.4 呂.67日月......
i¥.. 
九

を
一

0
0

166.0 8.60 105.引5.44 109.4 5.67 10月ー…-

181.8 9.42 104晶5.42 109.4 5.67 11月.....

215.2 

Decamps. J.， Le~ Changes etrangers， :1:9221' p. 282-384・
Dulles， E. L.， The French Franc. 1929J p. 8:~~84・
Aftalion， A.， MODnaie， Prix et Cha'!lge， 1927， p. 10. 

11.15 104..fi 5.42 109.4 5.67 12月・・・・

)
)
)
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フ
ラ
シ
且
に
お
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

第
六
競

第
三
十
大
倉

第
-
期
開
戦
営
初
の
数
ヶ
月
に
お
け
る
特
徴
は
プ
ラ
ン
の
却
っ
て
騰
貴
せ
る
勤
に
あ
る
。
前
表
に
示
き
る
う

如
〈
、
フ
ラ
ン
は
八
月
の
開
戦
に
拘
ら
守
、
そ
れ
以
前
よ
り
引
績
け
る
卒
債
以
上
の
高
位
を
持
績
す
る
の
み
な
ら

子
、
八
月
以
後
は
却
っ
て
騰
貴
傾
向
含
示
し
つ
う
年
末
に
達
し
て
ゐ

ι。

丸
八
六

九
O 

こ
の
事
買
は
人
の
議
想
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
非
常
時
緊
急
慮
分
と
し
て
の
党
換
停
止
回
開
設
行
限
度
横

張
・
毛
日
ブ
ト
吋
ノ
ア
ム
貰
施
・
内
外
債
の
俊
行
・
貿
易
及
生
産
の
統
制
等
々
は
、
殆
ん
ど
す
ペ
て
こ
の
期
間
に
突
費

J

-

、

i
L
吋
L

7

7

ノ
号
、
p
e
‘E
2
e
p
-
-
'
円リ

a

、.叩
E
N
-
-
f
f
u
r
-
M

咽
ト
人
・
・

口
一
二
ユ
v

ノペ
υ
絡
が
担
語
じ
↓
1

h
丑
く
持
層
向
ー
ま
「

ω停
止

z
f
h
t
る
の
み
む
ら
す

九
月
市
川
式
ド
イ
付
/
杭
依

ノ

J
i
l
e
-
-
f

の
偽
岡
侵
入
は
バ
リ
の
着
弾
距
離
に
達
し
、

ご
プ
ン
ス
政
府
は
一
時
ポ

Y
ド
1
に
蒙
塵
す
る
に
至
っ
た
。
か
く
の

フ
ァ
ン
魚
替
が
却
っ
て
騰
貴
を
績
げ
た
k
い
ふ
事
買
は
、
会

如
き
政
治
上
・
経
済
上
の
危
機
に
急
迫
し
な
が
ら
、

く
人
の
議
想
に
反
す
る
の
み
な
ら
十
、
謂
は
ゆ
る
鴻
替
心
理
設
を
も
っ
て
は
之
を
十
分
に
説
明
し
得
な
い
と
思
は

れ
る
。然
ら
ば
そ
れ
は
何
故
か
と
言
ふ
に
、
常
時
ヲ
プ
ン
ス
の
園
際
牧
入
が
極
め
て
有
利
な
扶
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
第
一
に
開
戦
と
共
に
輸
入
の
急
減
を
来
た
し
、
轍
出
の
誠
退
に
拘
ら
A
V
轍
入
超
過
は
著
し
く
減
退
し
て
、
貿

易
上
の
支
那
勘
定
を
減
少
し
口
。
第
二
に
こ
の
下
宇
期
に
満
期
と
な
っ
て
償
還
さ
れ
る
外
国
誼
券
お
よ
び
利
札
の

額
は
異
常
の
多
額
に
上
今
、
謂
は
ゆ
る
資
本
上
の
受
取
勘
定
を
妻
帯
す
こ
と
〉
な
つ
九
。
第
三
に
ア
メ
リ
カ
人
の

放
行
者
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
引
上
げ
る
も
の
激
増
し
、
プ
ラ
ン
の
受
取
を
増
加
し
わ
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
フ
ラ
ン

の
供
給
械
と
需
要
増
と
な
り
、

y
y
の
需
要
減
・
供
給
増
と
な
り
フ
ラ
ン
の
騰
貴
ム
」
ド
Y

の
下
落
を
呼
ぶ
こ
と
に
高

川上llnes.， ibid.リAftalion， ihid.， p. 11. Decamps， ibid.， p. 288， 
Decamps， ibid.， p. 290 
Ducamps， ibid.， p.， 290. 
Mul1es， ibid.， P・95

Mulles，】biu.，P. 95 
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12) 
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な
っ
て
、
他
の
綿
て
の
事
情
の
悪
化
に
拘
ら
子
、
濁
り
潟
替
相
場
の
み
順
調
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

然
る
に
是
等
の
諸
原
因
は
、
何
れ
島
一
時
的
偶
然
的
の
・
も
の
で
あ
っ
て
、
永
き
に
亘
っ
て
常
住
的
に
期
待
し
う

お
も
の
で
は
な
い
。

一
九
一
五
年
に
入
る
と
共
に
、
園
際
般
入
は
不
刺
に
轄
じ
、
貿
易
は
入
超
を
激
増
す
る
に
歪

っ
た
。
従
っ
て
ア
ラ
ン
相
場
色
や
〉
落
勢
に
向
ふ
こ
と
〉
な
っ
た
が
、
営
時
な
ほ
約
四
億
フ
ラ
ン
の
在
外
資
金
を

有
し
、
之
を
も
っ
て
年
初
三
ヶ
月
の
輸
入
を
決
摘
し
え
た
か
ら
、

か
っ
た
。
こ
の
期
間
に
得
た
外
国
信
用
は
、

ブ
タ
ン
の
下
落
は
な
ほ
著
し
き
程
度
に
達
し
な

廿
ン
ず
ン
市
場
に
大
膿
省
謹
券
を
買
出
し
て
得
た
る
十
月
の
二
百
高

ポ
ン
ド
お
よ
が
一
月
の
一
千
高
ポ

y
r
'
P
二一
L

・
1
剖

l
p
市
場
i
お
け
る
借
入
金
一
千
高
ド

y
'
Z
令
し
て
m

約一一一

億
五
千
寓

t
y
y
に
一
地
寄
ら
お
か
つ
に
町
そ
れ
般
に
時
一
期
は
大
蝿
に
お
い
で
ア
ラ
Y

九
の
自
力
に
よ
る
熔
樺
維
持

時
代
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

第
=
期
然
石
に
之
に
藤
く
第
二
期
の
二
年
間
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
叩
ノ
ス
の
援
助
に
よ
っ
て
、
プ
フ
シ
の
暴
落

を
防
止
し
得
た
時
代
で
あ
っ
た
。
第
一
表
に
示
き
る
〉
如
〈
、
プ
ラ
ン
震
替
の
卒
債
指
数
は
、
一

O
ニ
か
ら
一
一

二
に
わ
た
り
、
一
割
内
外
の
下
落
を
な
せ
る
に
、
過
ぎ
争
、
比
較
的
に
ま
定
を
つ
Y
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
然
る
に

他
方
に
・
お
い
て
、
戦
線
の
撰
大
は
莫
大
な
る
軍
需
品
を
要
し
、
圏
内
生
産
力
の
大
竿
を
喪
っ
て
ゐ
石
フ
ラ
ン
ス
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
は
必
然
に
轍
入
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
轍
入
超
過
の
数
字
は
第
二
期
の
初
め
か
ら

-
次
第
に
逓
増
す
る
こ
と
h

な
つ
亡
。
左
に
戦
時
中
の
轍
入
超
過
の
償
額
を
表
示
す
る
。

フ
ラ

ν
ス
に
お
け
る
。
鍔
替
動
擦
と
安
定
策

第
六
時
制

九

第
三
十
大
巻

九
八
七

Ducamps， ibid.， p. 290 
Dl1camps， ibid.， p. 291. 
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フ
ラ

y
z
に
お
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

1916年

855百高揖

16) 輸入超過

1915年

:262苛高品

:表第

1914&1' 

335百~;が1月……

4少

ク ， 

t 

第
三
十
六
巻

4砂

タ

桂

島

高

少

年

百

o
u
n
u
υ
 

唱

i
d
a
z

n
u
U
0
7
“
 

'
A

，
 

1
4
 

1月一一

1，gu4 ~ ] ，，383 2，198 月....

タ2，528 タ1，538 2，460 3月......

.. 2，416 1.，490 t " 1，279 4月・・・・

九
人
入

タ1，849 ， 1，260 /:. 1，538 5月・・・・

~ 2，338 1，440 t J 
i 1，90[1 6月……

第
六
時
制

~ 1，890 " 1噌5552，139 ク7月一

ク1，763 ， 1.，402 ρ 2，273 8月・ーーー

~ 1，863 " 1，239 " 1，400 。月・・・・・・

九4炉1，801 ク1，342 1，726 10刃…・・・

" 
2，372 タ

" 
~ 

タ

" 
タ

1，882 ? 

。

.. 

879 

1，234 

969 

1，433 

1，697 

1，236 

1，139 

1，67δ 

1，241. 

日，475

896 

1，050 

.. 

.. 
タ

ク

タ

1，337 

， 

(i' 

ク

? 

4砂

1918年

1，213百恵法

1，469 
1，339 

412 

ii22 

o13 

i17 

Ci77 

タ

タ

タ

[1月…..，

12月-…・

.~j ，91 

726 

，:164 

861 

然
る
に
か
く
の
如
き
入
超
増
加
の
始
ま
っ
た
時
期
炉
、
恰
か
も
轍
入
資
金
の
枯
渇
せ
ん
と
す
る
時
で
あ
る
。

九
一
五
年
三
四
月
の
交
は
、
ブ
ラ
シ
相
場
の
暴
落
ぞ
卒
ん
だ
最
初
の
危
機
で
あ
っ
た
。
前
期
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら

流
入
し
つ
冶
あ
つ
仁
金
は
、
第
二
期
に
入
っ
て
流
出
に
轄
じ
た
に
拘
ら
争
、
震
替
相
場
は
落
勢
を
つ
ヨ
け
て
止
ま

• 
4シ

dシ

s52 

Ei97 

" 

1917年

1，806，0'1;怯

な
い
。
琵
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
は
遂
に
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
に
侠
つ
の
外
な
き
こ
と
〉
な
り
、

148 タ

， 

181 

135 

62 

155 

109 

" 
4・

四
月
三
十
日
の
英
偽

そ
の
結
果
7
-
フ
ン
ス
は
二
千
高
告
の
金
を
責
却
し
て
イ
ギ
リ
ス
よ
り
四
千
二
百
寓
萌
の
グ
V

デ

10 

100 

56 

96 

141 

2月・・・・・

4月…・・

7月一…

8月……

10月…・・

12月・・・・

協
約
と
な
っ
た
。

ツ
ト
を
徳
之
を
も
っ
て
一
時
の
危
急
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
英
偽
協
約
は
そ
の
後
も
屡
々
更
新
せ
ら
れ
、

5月・…-

6月・・・・

3月・・・・

9月…・・・

11月ー

Dulles， ibid" p. 529 
Dueamps， ibid.， 309 

Iら)
17) 



八
月
十
五
日
お
よ
び
二
十
九
日
の
舎
商
に
お
い
て
、
更
に
ぞ
の
金
融
協
力
の
計
章
を
蹟
大
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

か
く
し
て
ア
フ
シ
ス
は
イ
ギ

y
ス
の
資
力
を
も
っ
て
小
婆
・
棉
花
・
錨
そ
の
他
の
必
要
品
を
ア
メ
η
ノ
カ
よ
り
轍
入

フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
是
等
の
轍
入
に
封
し
て
は
自
ら
濡
替
を
責
買
し
、
重
要
な
る

震
替
取
引
を
中
央
銀
行
に
集
中
し
て
.
謂
は
ゆ
る
震
替
管
理
を
貫
行
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

一
月
八
日
に
は
更
に
実
働

一
九
一
六
年
も
ま
た
外
岡
賢
本
の
援
助
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン
を
維
持
し
た
年
で
め
る
。

曾
商
の
結
果
と
し
て
千
八
百
寓
磁
の
信
用
を
追
加
せ
ら
れ
、
後
に
は
イ
ギ
リ
ノ
ス
以
外
の
諸
園
、
例
へ
ば
ア
メ

y
ヵ。

日
本
・
ス
イ
ス
そ
の
他
の
諸
国
よ
h
，
借
入
れ
た
る
資
金
約
十
億
7
・7
y

k
も
加
へ
で
、
漸
〈
A
m
#
骨
骨
維
持
・
1
ぉ
航

態
で
あ
っ
た
。

か
く
て
一
九
一
七
年
に
入
っ
て
、
危
機
は
再
び
潟
替
資
金
伝
襲
っ
て
京
市
た
。
轍
入
超
過
は
こ
の
年
に
入
っ
て
ま

す
/
、
膨
脹
し
て
、
月
々
二
十
億
フ
ラ
ン
に
達
す
る
に
拘
ら
A

ペ
こ
れ
ま
で
久
し
く
金
融
的
援
助
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
イ
ギ
リ
ス
も
.
最
早
こ
れ
以
上
の
援
助
に
堪
え
守
、
諸
国
よ
り
集
め
ら
れ
た
外
国
資
金
も
こ
冶
に
金
〈
枯
渇

し
て
、

フ
ラ
シ
相
場
を
維
持
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
困
難
な
る
か
に
見
え
た
。
戦
時
お
よ
び
戦
後
を
遁
じ
て
ア
ラ
ン

『
併
し
な
が
ら
金
融
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
恐
ら
く
一
九
一
七
年
の
最
初

ス
は
屡
々
各
種
の
危
機
に
遭
遇
し
た
。

の
敷
ヶ
月
は
、
最
色
困
難
で
め
っ
た
』
と
言
は
れ
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。
然
る
に
恰
か
も
こ
の
危
機
に
お
い
て

ア
メ

y
カ
の
戦
争
参
加
と
な
り
.
プ
-
プ
ン
ス
は
金
融
援
助
を
こ
冶
に
求
め
得
る
こ
と
〉
な
っ
て
、
幸
に
も
再
び
ア

-
プ
シ
ス
の
暴
落
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
名
。

7
-プ

Y

ス
に
お
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

第
六
毅

第
三
十
大
巻

九
八
九

九

Ducamps， ibid.， P.3IO 
DulJ四 ibid.，P・98
Mnll田， ibid.， P・98.
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
免
替
動
指
と
安
定
策

第
三
十
六
巻

一
九
一
七
年
四
月
よ
り
一
九
一
八
年
末
の
戦
争
終
熔
に
至
る
期
間
は
、

第
三
期

九
九

O

第
六
油
田

九
四

ア
メ

9
カ
の
丞
戦
に
よ
っ
て

聯
令
軍
の
威
力
を
加
へ
た
る
の
み
な
ら
や
、
ぞ
れ
以
上
に
重
要
な
る
こ
と
は
、
そ
の
粧
梼
援
助
こ
と
に
金
融
援
助

ぞ
受
け
う
る
に
至
っ
た
貼
で
あ
る
。
こ
の
と
き
以
来
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
莫
大
な
る
轍
入
超
過
に
謝
し
て
、
金
〈

何
等
の
危
供
も
な
く
之
を
槙
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
従
っ
て
少
〈
土
色
戦
時
の
フ
一
フ
ン
震
替
問
題
は
こ
の
時
d

乞
も

っ
て
事
質
上
す
で
に
解
決
3
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
lr

。

勿
論
ア
メ
ソ
カ
mw
金
融
担
助
の
大
な
る
部
分
は
、
ア
メ
uy
タ
政
府
仁
よ
あ
援
助
で
あ
名
。
付
れ
ど
も
必
す
し
も

そ
れ
に
の
み
限
ら
な
い
。
営
時
利
用
さ
れ
た
政
府
信
用
額
は
、
月
々
約
一
一
億
弗
に
上
っ
た
が
、
之
は
営
時
の
フ
ラ

ン
ス
轍
入
超
過
額
に
比
し
建
か
に
少
な
い
。
こ
の
不
足
額
は
即
ち
直
接
に
ア
メ
9
カ
商
人
よ
り
フ
ラ
シ
ス
商
人
に

輿
へ
ら
れ
た
信
用
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
ア
メ

9
カ
に
蓄
積
さ
れ
た
信
用
額
は
莫
大
に
上
り
、
之
が
後
に
一
九

一
九
年
以
後
の
ア
ク
シ
暴
落
に
封
し
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
固
よ
り
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
龍
ふ
限
り

轍
入
防
逼
の
手
段
を
採
っ
た
。
轍
入
は
ま
づ
政
府
の
許
可
を
要
し
、
戦
争
建
行
上
に
不
必
要
な
る
商
品
を
防
ぎ
、

更
に
轍
入
鴻
替
を
制
限
す
る
に
至
っ
て
ま
す
/
、
之
を
励
行
し
た
。
そ
の
必
要
か
ら
潟
替
取
引
の
重
要
部
分
を
中

央
銀
行
に
集
中
し
、
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
結
局
百
五
十
億
フ
ラ
ン
の
震
替
を
頁
却
す
る
に
杢
つ
に
。

以
上
通
ぶ
る
が
如
〈
戟
時
の
三
期
を
通
じ
て
、
最
初
は
フ
ラ
ン
ス
自
瞳
の
資
力
に
よ
り
、
衣
い
で
は
イ
ギ

P
ス

フ
フ
シ
は
敷
度
の
危
機
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
幸
に
暴
落

の
資
力
に
よ

h
、
最
後
に
ア
メ
リ
ノ
カ
の
援
助
仁
よ
っ
て
、

Dulles. ibid.， p. 101. 
Dulle.8， ibid.， p. 102. 
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一
O
内
外
に
安
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
然
る
に
之
に
反
し
て

圏
内
の
物
債
お
よ
び
通
貨
の
錘
動
は
、
殊
に
著
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
郎
ち
党
換
券
の
流
通
は
戦
時
中
に
お
い
て

百
億
フ
ラ
ン
か
ら
三
百
億
フ
ラ
ン
に
約
三
倍
の
増
加
を
な
し
、
物
債
指
数
は
最
初
の
圃
表
に
一
不
き
る
〉
如
〈
、
約

コ
了
五
倍
の
騰
貴
を
示
し
て
ゐ
る
。
通
貨
の
中
に
は
戦
前
に
流
通
し
た
金
貨
の
消
失
が
あ
る
か
ら
、
之
を
も
考
慮
に

入
れ
る
時
は
物
債
騰
貴
の
程
度
は
通
貨
膨
脹
の
程
度
に
比
し
更
に
大
で
あ
名
。
之
は
商
品
生
産
力
の
減
退
と
商
品

敷
量
の
減
少
に
よ
る
色
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
併
し
こ
の
相
違
は
鴬
替
下
落
の
醜
微
な
る
に
は
比
駿
す
べ
く
も
な

い
。
こ
の
意
味
に
於
て
戦
時
中
を
も
っ
て
通
貨
物
慣
一
段
の
時
代
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
ι

而
し
て
通
貨
と
物
慣

が
三
倍
乃
主
子
五
倍
に
膨
脹
せ
る
に
拘
ら
や
、
鶏
替
相
場
が
一
割
内
外
の
下
落
に
止
ま
り
、
而
か
も
こ
の
賊
鵡
い
か

の
程
度
に
至
ら
争
、
大
韓
に
お
い
て
苧
債
指
敷
一

四
年
以
上
も
纏
績
し
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
事
買
で
あ
る
。
之
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
戦
時
統
制
緩
掛
の
一
つ
と
し

て
、
震
替
釘
付
政
策
を
左
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
物
債
統
制
も
ま
た
等
し
く
行
は
れ
た
所
で
あ
る
。
従
っ
て
物
債
総

指
数
が
三
五

O
に
騰
貴
し
た
場
合
に
色
、
商
品
別
に
よ
っ
て
甚
だ
し
き
相
違
が
あ
り
、
大
韓
に
お
い
て
生
活
必
要

品
は
比
較
的
に
低
位
に
保
た
れ
て
ゐ
る
。
物
債
騰
貴
を
矯
替
低
落
の
程
度
に
止
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
事
貫
不
可

能
で
も
あ
っ
た
し
、
ま
た
圏
内
生
産
力
を
保
持
し
外
国
商
ロ
聞
を
呼
ぶ
た
め
ぷ
は
、
物
慣
が
或
程
度
に
騰
貴
す
る
こ

と
は
必
要
で
も
あ
っ
た
と
言
へ
る
。

併
し
な
が
ら
こ
の
時
代
に
お
い
て
物
債
の
騰
貴
に
拘
ら
中
震
替
の
低
落
し
な
か
っ
七
こ
と
は
、
必
守
し
も
購
買

力
学
債
詫
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
も
し
ア
メ
リ
カ
の
物
慣
が
フ
ラ
ン
ス
に
比
し
一
割
低
度
に
騰
貴
し
た

フ
ラ
ン
ス
に
お
げ
る
矯
替
動
揺
と
安
定
策

第
三
-T
大
巻

第
大
競

九
五

九
九

23) Aftalin， ibid.， p. 1 I. 
24) Abt alion， ibic.， p. IO. 



フ
ラ

y
z
に
お
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

第
三
十
六
巻

:Iu 
九

第
大
我

品
ん
ム
ハ

り
と
せ
ば
、
購
買
力
平
債
と
し
て
の
震
替
相
場
は
、
フ
ラ
ン
の
一
割
下
落
と
一
致
す
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
事
買
に

お
い
て
ア
メ
?
カ
の
物
債
は
こ
の
期
間
に
約
二
・
五
倍
に
騰
貴
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
貼
よ
り
せ
ば
フ
ラ
シ

潟
替
は
約
四
割
の
下
落
ぞ
一
不
す
べ
き
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
こ
の
期
間
で
は
購
買
カ
卒
債
読
色
十
分
に
は
貰
謹
さ
れ

て
ゐ
な

ρ
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
潟
替
統
制
・
物
債
統
制
・
貿
易
統
制
が
そ
'
れ
ハ
¥
異
な
る
程
度
に
行
は

れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

~~II 

一
九
一
九
年
に
お
廿
あ
ワ
ラ
〉
の
暴
落

戦
勝
を
-
も
っ
て
終
局
を
結
ぶ
こ
と
の
出
来
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
般
に
柴
甑
気
分
が
横
溢
し
た
。
濠
想
さ
れ
る

賠
償
金
は
戦
費
を
償
っ
て
傍
り
ゐ
る
べ
く
、
艇
梼
的
荒
康
は
遠
か
ら
や
J

復
奮
さ
る
べ
く
、
戦
勝
気
分
に
酔
へ
る
一

般
国
民
の
み
な
ら
争
、
財
政
経
糟
の
専
門
家
き
へ
、
そ
の
前
途
を
極
め
て
柴
観
し
っ
、
あ
っ
た
。
然
る
に
鴻
替
相

場
は
、
是
等
す
べ
て
の
事
情
に
拘
ら
争
、
こ
の
瞬
間
に
・
お
い
て
最
も
急
激
に
暴
落
す
る
に
至
っ
た
。
今
こ
の
営
時

に
お
け
る
鴻
替
暴
落
の
数
字
を
一
不
せ
ば
次
表
の
如
〈
、
一
九
一
九
年
初
頭
の
指
敷
一

O
四
・
六
か
ら
年
末
に
は
一
一
一

五
・
二
に
至
っ
て
、
フ
ラ
ン
相
場
は
こ
の
一
年
間
に
竿
械
し
、
更
に
翌
一
九
二

O
年
末
に
は
三
一
六
・
八
ま
で
、
印
ち

三
分
の
一
以
上
に
急
落
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
か
く
の
如
き
は
ア
ラ
ン
襲
動
の
歴
史
に
・
お
い
て
、
未
だ
嘗
て
見
F

る
所
で
あ
忍
。



1，249百万桂

輸入超過

1，89(} 

2，060 

1，07i 

1，284 

576 

1，715 

2，372 

2，303 

3，125 

2，755 

1，612 

2，005 

1，964 

2，529 

2，416 

1，840 

1，763 

2，163 

2 ，~38 

1，863 

1，882 

2，331 

1，801 

平債指数

104.6 

111.3 

270.0 

286.4 

297.2 

322.5 

316.8 

104.6 

115.3 

133.7 

225.6 

275.4 

271.0 

312.8 

283.3 

243.4 

236.8 

121.6 

123.5 

166.0 

181.8 

215.2 

15Q.5 

163.2 

表

角替相場

5.42時

16.90 

5.42 

6.30 

5.77 

5.97 

6.40 

]2.63 

12.27 

13.9日

14.84 

15.32 

6.93 

7.80 

8.60 

9.42 

11.69 

14.27 

14.04 

14.68 

]6.71 

8.46 

11.15 

16.21 

第

月

月

月

月

月

用

月

J! 
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)1 

月
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月

月

月

用

月

J司
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)i 

月

月

月

月

白

2 

3 

4 

L~? 

" υ 

[0 

t 1 

10 

‘;.， .， 

d 

.. 
J 

g 

IJ 

F 

d 

8 

日

u 

司

4 

一
九
一
九
年

一
九
二

O
年

こ
の
事
買
は
恰
か
も
か
の
開
戦
営
時
の
震
替
と
金
〈
蓮
で
あ
る
。

さ
き
に
は
最
も
悲
観
す
べ
き
危
機
に
あ
っ
て

フ
ラ
シ
は
却
っ
て
平
債
以
上
に
騰
貴
し
た
る
が
、
韮
で
は
戦
勝
の
葉
観
気
分
の
中
に
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
は
未
曾
有

の
悲
落
を
告
げ
て
ゐ
る
。
郎
ち
こ
の
新
な
石
事
費
色
ま
た
震
替
心
理
読
の
よ
く
説
明
し
得
玄
る
所
で
は
な
い
か
と

思
は
れ
る
。

然
ら
ば
こ
の
暴
落
は
何
故
に
惹
き
お
こ
さ
れ
た
か
、
そ
の
直
接
の
原
因
は
戦
時
中
に
行
は
れ
た
釘
付
政
策
の
巌

止
に
あ
る
0

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
三
月
十
四
日
限
り
、
一
定
の
相
場
を
も
っ
て
す
る
翁
替
の
寅
却
を
廃
止
す
る
旨
後

表
し
た
。
勿
論
こ
の
俊
表
は
何
ら
著
し
き
衝
動
を
輿
へ
た
の
で
は
な
い
。
之
に
伴
ふ
震
替
の
下
落
と
共
に
‘
最
初

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
怨
替
動
揺
と
安
定
策

第
三
十
六
巻

第
六
披

九
:iL 

九
七



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
鴛
替
動
指
と
安
定
策

第
三
十
六
巻

第
六
披

九
九
四

:JL 
，¥、

は
殆
ん
ど
大
な
る
注
意
を
喚
起
せ
や
に
ゐ
た
。
政
府
が
何
故
に
釘
付
政
策
を
急
速
に
出
版
止
す
る
に
至
っ
た
か
は
、

種
々
の
理
由
を
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
に
戦
争
の
格
止
と
共
に
統
制
経
簡
を
放
任
経
糟
に
復
踊
せ
し
め
ん

と
す
る
根
本
的
政
策
、
第
二
に
フ
ラ
ン
を
或
程
度
に
低
下
せ
し
め
て
、
戦
後
の
轍
入
防
遇
・
轍
出
促
進
に
費
せ
ん

と
す
る
意
園
、
第
三
に
イ
ギ

y
ス
信
用
の
櫨
績
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
と
し
て
も
、

ア
メ

y
カ
は
そ
の
轍
出
を

維
持
す
る
必
要
か
ら
信
用
授
輿
を
担
否
し
な
い
で
め
ら
う
と
の
期
待
等
々
を
奉
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

然
み
に
ア

?
ν

ス
の
轍
入
は
こ
の
年
に
入
っ
て
ま
す
F
(
i
滋
増
し
で
月
々
約
一
一
一
十
俄
プ
ラ
ン
じ
上

h
，
う明

年
に
は
更
に
累
増
し
て
月
額
四
十
億
乃
至
五
十
億
フ
ラ
ン
の
轍
入
を
っ
て
4

け
、
従
っ
て
轍
入
居
過
は
前
表
の
如
〈

前
後
を
通
じ
て
最
大
に
達
し
月
々
二
十
億
乃
至
三
十
億
ア
ラ
ン
の
入
超
営
見
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
之
に
脅
し
て
政

府
は
釘
付
政
策
の
放
棄
に
績
い
て
一
一
一
月
十
八
日
に
は
聯
合
諸
国
よ
り
成
る
外
岡
信
用
委
員
舎
を
解
散
し
、
悲
に
潟

替
は
全
く
自
然
放
任
政
策
の
下
に
放
置
せ
ら
れ
ぶ
こ
と
〉
な
っ
た
。
か
く
の
如
き
事
情
の
下
に
フ
ラ
ン
の
暴
落
す

る
に
至
っ
た
こ
と
は
寧
ろ
営
然
の
結
果
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
こ
の
暴
落
が
フ
ラ
ン
の
前
途
に
劃
す
る
各
人

の
評
債
に
影
響
し
、
そ
れ
が
費
本
の
移
動
を
通
じ
て
更
に
新
た
な
る
暴
落
を
惹
き
お
こ
し
た
る
こ
と
は
疑
び
な
い
。

併
し
な
が
ら
そ
れ
出
要
す
る
に
貿
易
上
の
牧
支
か
資
本
上
の
肱
支
か
の
相
違
に
遁
ぎ
子
、
車
純
な
る
心
理
的
原
因

に
よ
っ
て
暴
落
し
た
る
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。

活
替
の
暴
落
は
物
債
の
騰
貴
を
呼
ん
で
、
こ
の
年
の
後
宇
か
ら
念
騰
し
た
。
主
と
し
で
通
貨
膨
脹
の
影
響
を
う

け
て
ゐ
た
職
時
の
物
債
は
、
こ
の
頃
か
ら
轄
換
し
て
、
主
と
し
て
潟
替
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
〉
な
つ
げ
。
併
し

4
3
 

2
 z
 

n
r
 

司川
Mi
 

s
 
e
 
--u
 
D
 

戸、d
A
h
T
 

L

2

J

E

，b
 

《

;

Z

2

2

 

x

P

I

E
・

n
r
n
y
z
ι
n
r
'
 

:

・

，，
-
M
'
・G

t
・i

d
d
u
d
b
 

M
M
h
M
Z
 

E

I

E

・1

，

p

n

 

h
h
m
内
・
回

k
k
a
h
止

I
l
c
l
E
 

u
u
u
a
n
 

D
D
D
D
A
 

25) 
26) 

27 ) 
28) 
勾)



な
が
ら
時
間
的
に
後
れ
て
進
ん
だ
物
債
は
、
同
時
に
そ
の
程
度
に
お
い
で
も
滞
替
の
下
落
に
及
は
争
、
そ
の
結
果

と
し
て
最
初
の
圃
表
に
見
ら
る
〉
加
〈
、
戦
時
中
に
生
じ
た
鴬
替
と
物
債
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
著
し
く
縮
少
し
て
、
震

替
下
落
の
程
度
は
衣
第
に
物
債
騰
貴
の
程
度
に
迫
び
っ
く
こ
と
冶
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
一
九
一
九
年
に
お
け
る
ア

ク
ン
の
暴
落
は
、

一
方
に
は
奮
卒
債
へ
の
復
踊
を
金
〈
断
念
せ
し
か
る
と
共
に
、
他
方
に
は
後
に
行
は
れ
た
卒
償

切
下
の
問
題
と
密
接
に
関
聯
す
る
こ
と
う
な
っ
た
。

五
、
職
後
第
一
期
の
動
揺
時
代

一
九
一
九
年
か
ら
一
九
一
一
八
年
の
フ
ラ
ン
安
定
期
に
一
全
る
戦
後
の
十
年
間
こ
そ
、
現
買
に
潟
替
問
題
炉
問
題
と

こ
の
相
対
闘
を
択
の
四
期
に
匝
分
す
る
。

一
九
一
九
年
l

|
一
九
三
一
年

一
九
二
二
年
l
l
一九二一一一年

一
九
三
四
年
l
l
a
一
九
二
六
年

一
九
二
七
年
|
|
一
九
二
八
年

こ
白
鼠
分
は
大
醐
阻
む
z
=
g
氏
に
操
L

ぃ。〉「
z
r
c
ロ
教
授
の
区
分
は
多
少
異
な
り
、

を
第
一
期
と
し
て
戦
後
の
凶
期
の
前
に
お
〈
こ
と
は
雨
氏
と
も
同
じ
で
あ
る
。

3
れ
た
時
代
で
あ
る
f

戦
後
第
一
期

戦
後
第
二
期

戦
後
第
三
期

戦
後
第
四
期

註

2
7ヶ
年
)

(
二
ヶ
年
)

(一一一ヶ年)

(
二
ヶ
年
}

一
九
二
六
年
ま
で
を
四
期
に
分
ワ
て
ゐ
る
。
き
き
の
戦
時

第
一
期
は
前
節
に
遁
ベ
た
る
プ
ラ
ン
の
暴
落
期
を
・
も
っ
て
出
愛
す
る
。
こ
の
暴
落
は
主
と
し
て
釘
付
政
策
の
放

棄
と
轍
入
の
激
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
聞
の
特
徴
は
、
潟
替
が
主
と
し
て
経
済
要
素
に
よ
っ
て
動
か

さ
れ
た
賠
に
あ
る
と
言
は
れ
る
。

プ
ラ
ン
の
落
勢
は
一
九
二

O
年
末
を
も
っ
て
止
ま
り
、
翌
二
十
一
年
は
珍
ら
し

プ
ラ

y
λ

に
お
け
る
鴛
替
動
指
と
安
定
策

第
三
十
大
巻

九
九
五

第
六
競

九
九
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
鴛
替
動
揺
と
安
定
策

第
三
十
六
巻

九
九
六

第
六
時
嗣

一0
0

〈
潟
替
の
回
復
し
た
年
で
あ
る
。
鴻
替
の
暴
落
が
貿
易
を
改
善
す
る
と
い
ふ
期
待
は
、
最
初
の
二
年
聞
は
容
易
に

現
れ
や
、
却
っ
て
轍
入
超
過
を
激
増
せ
し
め
た
が
、

一
九
二
一
年
に
入
っ
て
漸
〈
貿
易
賦
態
は
轄
換
し
、
轍
出
増

加
よ
り
も
寧
ろ
轍
入
著
誠
の
た
め
に
、
開
戦
以
来
最
初
の
出
超
を
示
す
月
が
四
月
よ
り
八
月
に
一
旦
h
J
、
年
内
の
入

超
額
は
従
来
の
十
分
の
一
に
激
減
し
た
。
加
ふ
る
に
園
内
で
は
増
税
そ
の
他
の
一
ア
ア
V

イ
ン
オ
シ
政
策
行
は
れ
、

物
債
は
一
九
一
一

O
年
の
世
界
恐
慌
以
来
.
持
敷
六
0
0
から一一一

C
C一
泊
〈
に
ま
で
下
務
し
犬
。
こ
れ
ら
の
事
情
が

プ
ラ
ン
の
回
復
に
興
っ
た
こ
と
は
一
一
両
ム
主
で
も
な
い
。

要
す
る
に
此
の
時
代
は
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
過
渡
期
を
な
し
、
戦
時
統
制
粧
捕
の
解
消
と
共
に
、
鴻
替
は
統
制

政
策
の
拘
束
を
股
し
、
経
済
自
瞳
の
影
響
に
よ
っ
て
急
落
し
、

一
躍
は
三
分
の
一
程
度
の
所
に
停
滞
し
て
、
そ
こ

に
循
環
的
高
下
を
繰
返
し
た
時
代
で
あ
4
0
0

こ
の
期
閣
を
循
環
時
代
と
帯
す
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る
O

(

未
完
}
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